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＜連絡事項＞
・1/23に敷布団交換があります。
＜患者様連絡事項＞
・松川　順子様～不安時ロラゼパム(0.5)1T　20回分処方となっている。
・船田　泰子様～不眠時ルネスタ(2)1T　20回分処方となっている。原Dr往診となり、フェントステープ2㎎で処方となっているが、減量も検討していく。次回1/17、1/31の予定となる。

・伊藤　雄一様～12/29より臨時薬同内容で14日分処方となっている。

・浅坂　政美様～12/29より臨時薬ルーラン(4)1Tからリフレックス(15)1T　1×就床前となり14日分処方となっている。
＜安ヶ平Ｄｒ診察情報＞
・中居　松男様～「自民党に入った」と話す事あるが気分の高揚さは目立たず。
栄養剤を出してほしいと話しているが、体重もちょうどいいため必要無い事説明され了承している。
・長谷川　陽一様～体重を減らしBMIを22～23位にする様注意受けるも表面的な返答で、嗜好品についても「何も食べてないです」と答えている。
今日は父と外出してパチンコに行って来ますと話している。
・坂本　のり子様～尿失禁について「水を飲みすぎちゃったから。知らない間に出ちゃってるんですよ」と話し、水を飲みすぎない様注意を受けている。血圧は安定している為、薬剤調整は行わず経過観察となっている。
・菅井　浩子様～義歯が合わないから普通の歯医者に変えたいと話す事あり、主治医
より兄と相談してみるよう説明受けている。
・中山　真由美様～外出については「服とか持ってきました」と話している。静脈瘤も良くなってきたし胃もたれも減ってきましたと穏やかに話し目だった不調の訴えはない。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～活動に参加するがエアロビは見学のみ。理由については「針で刺されたから背中が痛い。臓器は大丈夫です。」と妄想発言あり。
・松川　順子様～準夜帯で「部屋の物が変に見える」と訴えがあり頓服薬を服用しています。日中は不安感なくプログラムに参加している。体調は「あまり良くない。気分がすぐれない」と話している。
治験評価では自ら「外泊はしたくない」と話し、日用品がなくなるためスタッフ付き添いにて明日外出することになっている。また、希望があれば20時に眠剤服用可。

・下川戸　長司様～プログラムは参加できている。食事も残食なく摂取し身体不調の訴えは聞かれない。精神状態や身体不調の有無を観察していきましょう。
・夏坂　浩美様～遅れてプログラムに参加、トイレのためいったん病棟へ戻ると体育館には戻ろうとせず。声掛けにて戻り最後まで取り組むことできている。幻聴については「あるが頑張っている」と話し頓服薬の希望はない。嗜好品についての訴えも聞かれない。
・大久保　すい様～朝の治験薬は「飲まなくてもいいことになっている」などと話し拒否していましたが、メイバランス・牛乳と引き換えで服用することできている。治験評価は問題なく受け答えしている。腹の調子が良くないと訴えるも腹部症状改善するための薬はいらないと話す。腹部膨満が著明になってきているため、排便状況、腹部症状の有無を観察していきましょう。
・高田　マキ様～作業中は特に訴えなく集中して取り組むことができている。昼食前にカ
ウンターで独語あり、何を話しているのか問うと「スペイン語。いろん
な国の言葉が話せる」などと返答している。時間外での嗜好品の要求あ
るが説明に納得ししつこい要求はない。
・佐々木　康子様～昨日の日勤帯で「もう薬は飲みません！ここは病院なんですか！」な
ど大声を出すことあったが、拒否なく服用することできている。本日
は大声を出すことはなくホールで塗り絵をしたりテレビ鑑賞をしている。他者トラブルにならないよう見守りをしてきましょう。
＜入院患者様情報＞
日　　時：12月27日　13：51

病棟病室：西病棟Ｂユニット　24号室

氏　　名：倉橋　生子様

生年月日：昭和26年 1月 26日　66歳

性　　別：女性

主 病 名：統合失調症

入院形態：任意入院(当院4回目)

担 当 医：田名部Dr
入院までの経緯：

　H25.8.16 当院退院後は青風荘へ入所となり、当院での外来通院を継続していた。Ｈ28年頃より他者への干渉、特定利用者への攻撃性、気分変動、多弁、声高、生活指導に対する聞き入れ困難や反発、独語や放歌が顕著となり、環境変化やスケジュールの変更に対して不安感が出現し、スタッフへの確認行為が頻回となることがあった。薬剤調整行うも、上記症状継続してみられている。

　Ｈ29.12.27　症状改善目的のため、13:51西病棟Ｂユニット24号室へ任意入院となる。
※受け持ち：松沢Ns/豊川Ns
※入院期間3ヶ月(青風荘へ退院予定)

※作業・活動・SST：未導入

※洗濯：自己

※食事形態：ごはん・粗キザミ

※IFオーダーなし

※GAF：25

※買い物カードなし(洗剤やおやつの残がなくなったら青風荘へ連絡する)

※緊急時：②八戸赤十字病院

　緊急連絡先：①妹(神奈川県在住)

※臨時薬：12/30就床前まで

※他科薬：ウブレチド(5)1T　1/30まで　他科受診(八戸泌尿器科)予定なく当院切りかえ
